
入院医療体制について 

 

１ 現状 

 (1) 基本的な考え方 

  本県では、新型コロナウイルス感染症に係る入院医療体制について、一般医療とのバラン 

スも考慮し、重症患者の医療に支障が生じないよう配意しつつ、新規陽性患者の発生状況に

応じて、フェーズごとに体制を強化するシナリオを用意し、機動的な対応を行うこととし、

現在、入院病床650床（うち重症120床）程度、宿泊療養施設700室程度(５施設)確保して

いる。 

 

(2) 対応可能な患者数 

  県の第１波実績を基に算定した現シナリオの前提条件においては、55人/日が1ヶ月連続し

て発生しても対応可能としていた。 

  現時点では、国の退院基準の見直し及び本県の第２波実績等の状況の変化を考慮すれば、

100人/日が1ヶ月連続して発生しても対応可能な状況である。 

   

２ 感染拡大特別期における体制強化 

 (1) 入院病床 

  新規陽性患者数が1週間平均で100人を超える中、救急医療等の一般医療とのバランスや 

医療従事者の確保を考慮する必要があることから入院病床については当面は現状のままとす

る。 

 

(2) 体制強化に向けた取組等 

一方で、国の政令改正に基づき、無症状者は医師の判断により直接の宿泊療養が可能とし

たが、一時的な陽性患者の急増に対応するため、下記の取組により130人/日が１ヶ月連続し

て発生しても対応可能な状況とする。 

 

① リスク要因の低い軽症者（咳、鼻閉等の症状が時間の経過によりほぼ消失、味覚・嗅 

覚障害等）も同様に当面は運用として入院を経ない直接の宿泊療養も可能とする。 

 

② 宿泊療養施設のさらなる確保（700室→900室程度）を進め、入院医療に支障が生じな

いよう配意する。 



医療機関・社会福祉施設等でのPCR検査の強化について

陽性者を確認

施設入所・入院者、職員、出入り業者等施設関係者について
幅広くPCR検査を実施
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14日間健康観察終了
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１．現状

医療機関、高齢者施設等の入院・入所者は、重症化リスクが高いことから、入所者

等の施設利用者や職員から陽性を確認した時は濃厚接触者だけでなく幅広く関係

者に対してPCR検査を実施している。

２．対策の強化

医療機関、高齢者施設等において、クラスターの発生が多いことから、施設内感

染対策の強化するため、職員、入所者等で発熱や呼吸器症状等を呈している場合

には陽性者の有無にかかわらずこれらの方々や関係者に対して、幅広く迅速かつ

積極的に検査を実施する。



 
 

 

「地域外来・検査センター(ＰＣＲセンター)」の拡充 

 

 

 
１ 新たに設置するＰＣＲセンターの概要 
① 設 置 場 所  非公表 
② センターの詳細 
 阪神（北）圏域 

開設予定日 令和２年１２月１日（火） 

名   称 川西市医師会検査センター 

運 営 主 体 川西市医師会 

実 施 日 水、木、土  14：00～16：00  ※祝日を除く 

対 象 者 診療所等を受診した患者で、医師がＰＣＲ検査を必要と認めた者。 

検 査 方 式 
・ドライブスルー方式 
・「唾液」検査（民間検査所へ委託） 
・20人程度／日を予定 

 
２ 現在運営中のＰＣＲセンター 

令和２年11月 24日現在  

圏域 検査センター 運営開始日 

東播磨 加古川・高砂ＰＣＲ検査センター 令和２年８月28日～ 

淡路 淡路圏域地域外来・検査センター 令和２年９月１日～ 

阪神(北) 宝塚市医師会検査センター 令和２年10月１日～ 

阪神(北) 伊丹市医師会ＰＣＲ検査センター 令和２年10月５日～ 

  ※保健所設置市は、神戸市、姫路市、西宮市の３カ所で運営中。 
 
 
 

＜参考：ＰＣＲ検査体制＞ 

区 分 検査能力(件) 

衛生研究所等 
兵庫県 ７００ 

保健所設置市 ６８５ 

小  計 １，３８５ 

民間検査機関 ８５０ 

医療機関 ６６５ 

合  計 ２，９００ 

  



新型コロナウイルス感染症の治療に係る知見等の周知について 

 

新型コロナウイルス感染症入院受け入れ医療機関において、標準的な治療の実施

および拠点病院等への転院が適切なタイミングで行われるよう、以下の内容を実施す

る。 

 

１．治療・診療に関する知見の周知 

今までの治療実績に基づく知見が集積しており、国研究班や日本感染症学会から一

定の考えがまとめられた手引き等を県内の入院受け入れ医療機関に対して周知する。 

（１）新型コロナウイルス感染症診療の手引き （第３版） 

（令和 2 年 9 月 4 日 厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部通知） 

https://www.mhlw.go.jp/content/000668291.pdf 

（２）COVID-19 に対する薬物治療の考え方 （第６版） 

（2020 年 8 月 13 日 日本感染症学会） 

http://www.kansensho.or.jp/uploads/files/topics/2019ncov/covid19_drug_200817.pdf 

 

２．標準的な治療や転院の考え方について 

県立加古川医療センター等の医師と協議し、標準的な治療や拠点病院等への転

院の考え方についてまとめた資料を作成し、県内の新型コロナウイルス感染症入院受

け入れ医療機関に周知を行う。 

 

【参考】 

 神戸市においては、神戸市立医療センター中央市民病院と協議し、中央市民

病院への転送症例の考え方などをとりまとめ、市内新型コロナウイルス感染症入

院受入れ病院に配布している。 

 （内容） 

 ・標準治療や転院のタイミング 

 ・治療についての相談窓口 

 ・治療に関するメッセージ 


